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『『『わわわれれれららら精精精鋭鋭鋭部部部隊隊隊』』』（（（本本本校校校教教教官官官）））特特特集集集   

新春特別号

学校上空から南方面を向けば、 
東海道新幹線越しに 
清水区興津地区、八木間地区 
がはっきりと見渡せ 
駿河湾、伊豆半島も望むことができる 

 

上から目線で 
ごめんなさい 

水難救助訓練用プール
屋内訓練場 

北寮 

訓練塔 

南寮 

管理教育棟 

消防学校教官は、消防団員等の訓練のため、
本年度消防庁から無償貸与された無人航空機
（ドローン）の操縦にも精通しなければならない。 
今回は、その訓練の延長線上で、上空からの学

校施設の撮影にチャレンジした。 
校長、副校長が飛行を見守る 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

副校長兼教務課長 坂口 健次 

「規律と和」 ⇒ 和を以って貴しと為す             
一致協力の態勢づくりに心血を注ぎ、規律を厳守する中で

職員同士が思いやりの心を持ち、「職員の和」を大切にする
一方、それぞれが組織人として厳しく規律を保持し、プロとして
の自覚と強い覚悟を持って前向きに責務を実行する。 

教務課教務班長 宮田 真人 

新年明けましておめでとうございます。 
本校が現在地に設置されて34年目を迎えます。施設は古いです

が、教育内容は、時代の要請に応えられるよう常に新しい知見を踏
まえて改善に取り組んでまいりますので、本年も関係機関をはじめ多
くの皆様の御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

教務課主査 園部 元康 

教官生活も残すところ３か月となります。 
今までの教官生活においても同じように心掛けて

いましたので、何かが変わるのではありませんが、常
に何か新しいことに挑戦したいと考えています。 

普段から色々なことに興味を持ち、必要な知識
や技術であれば積極的に取り入れ、多職種との連
携を考えた教育を実施したいと思います。 

教務課主査 伊勢 伸康 

新年あけましておめでとうございます。 
自分にとって今年は節目の年となります。 
教官として３年間、充実した日々を過ごさせ

ていただきましたが、任期を終了し所属へ帰任
します。一緒に御尽力いただいた教職員や関
係講師をはじめ、各科学生、関係者の皆様に
は心より感謝申し上げるとともに、皆様のご健勝
とご活躍を願っています。 

今後も精一杯邁進していきたいと思います
のでよろしくお願いします。 

教務課主査 河本 行永 

時間が経つのはあっという間で 
２年という派遣期間があと３か月で 
終わろうとしていますが、１月から 
救急科の主担当という最後の大仕 
事が待っています。 

最後まできっちりと仕事をやり遂げて、後任の教官に確
実に繋げていきたいと思います。 

ラストスパート!! 後悔しないように最後まで走り抜きます。

謹んで新年のご挨拶を
申し上げます 
新たな１年のスタートに
当たり 
わが精鋭部隊の抱負を
ご紹介します 
本年もどうぞよろしく 
お願い申し上げます 

教務課主査 三輪 惠一 

２回目の「教官」も３月で丸５ 
年になります。今年は異動の年 
ですが、４月以降も「教官」とし 
て働けることを期待し、まずは３ 
月までの３か月間を全力で取り  組みたいと思います。 

『規律の厳守、技術の練磨、体力気力の練成』に 
一層励むとともに、思い切り怒って笑って泣ける、そんな仕
事ができる一年にしたいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

教務課主査 酒井 良憲 

念願であった消防学校教官 
になって、早や１年９か月。 

日々があっという間に過ぎて 
行きますが、毎日がとても充実 
しています。 

11 月１日に救助科第 34 期 
（主担当）を無事に終えて、束 
の間の「ホッと一息」でしたが、 
新年を迎え来年度（初任科第 
89 期）も見据え、新たな気持ち 

教務課主査 佐野 将則 

消防学校に赴任してから二年目 
が終わろうとしています。これまでを振り
返ると、一年目は訳もわからず無我夢
中に過ごし、二年目は地に足が着き仕
事に没頭することができました。 

消防学校は自分にとっても「修行の 
場」だと思っています。 

残りの教官生活約一年となりました 
が、「修行の心」を忘れずに任期を全う
していきたいと思っています。 

で頑張ります。 
初任科への訓練前には必ずスイッチが入ります！ 
100％で彼らに臨み、伝えるべきことを全力で伝えます。

教務課主査 永田 佳寛 

人に教える・伝えるという仕事は、 
何よりも自分の学びに繋がるとひしひし 

教務課主査 諸星 大輔 と感じています。 
教官と学生という立場の違いこそ 明けましておめでとうございます。

あれ、同じ志をもった者同士、互いに 本年は、昨年までに身につけ 
成長していけるよう、先入観や固定観 た知識や技術を、わかりやすく初
念にとらわれることがないよう、 任科学生や専科学生に伝える 
あらためて初心に帰り、「何を守るのか」を念頭に思考と行動 ため、情報集約力、応用力を身
を再確認していきたいと思います。 に付けます。そのためには、より一

層の知識と理解力が重要です。
また、夏までに５kg のダイエット

を実施し、初任科学生に負けぬ 
よう走力強化に取り組みます！ 

教務課主査 高瀬 絋士 

  『国家の運命はかかって青年の教育にあり』 
教官１年目として環境も一変。これからの消防の未来は新人教育にかかっており、 

これほど尊い業務に従事できることに感謝し、本年も全力を挙げて消防教育に取り組 
みます。 
 P.S. 週２回以上、ジムニーランドに通い、心と体を鍛えます。 

教務課主査 松尾 晋明 

教官として勤務し１年が経過しようとしています。 
今年の自身の抱負は、この１年で出会った１５０ 

人弱の学生達から得ることができた経験を生かし 
「失敗を恐れず挑戦する」ことです。 

・失敗が人を磨き成長させること。 
 ・失敗することで本当の自分を知ることが出来る 

こと。 
・大事なことは失敗しても、そこから起き上がること。 
この３点を自身の志とし、同じ気持ちを持つ学生を育てていきます。 
犬（戌年）は愛情深い動物です。 
愛情・温情を持ち教育指導に励みます。 

教務課主査 宍井 一滋 総務課主任（教務課兼務） 
原田 俊太 学校教官へ派遣され、９か月 

が経過しました。  昨年は怪我や病気が多かったので、
私は教官として初任科生と学校生活を送る上で、指 今年は「健康」をテーマに一年を過ごし 

導目標とは別に、学生に対して体力面、特に走りにおいていきたいと思います。そのうえで、総 
て絶対に負けないという目標を掲げ、それを達成してきま 務課兼教務課の職員として教官と学 
した（阻まれそうになる学生もいましたが）。 生を影ながら支え、教育訓練及び学 
 今年も誰にも負けず、朝夕問わず学生を引っ張ります。 生の学校生活がより充実したものとなる

ことを目指します。 
関係者の皆様、本年もよろしくお願い

いたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある日の精鋭部隊①
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２階建て、各階にお部屋が二つ、天窓付きの屋根裏部屋もあるカワイイおうちを作りました。…今今今かかかららら燃燃燃やややしししままま～～～すすす！！！   

ベンチレーション（換気・通気）の設定による火災性状の変化を追う 

１階「ＡⅠ」に火種をセット 

１階「ＡⅠ」と「ＢⅠ」の水平方向 
１階「ＢⅠ」と２階「ＢⅡ」の垂直方向 
２階「ＢⅡ」と屋根裏及び屋根の 
垂直方向に区画と換気ができる構造 

「ＡⅠ」に着火

「ＡⅠ」から 
ロールオーバー現象 
（内部温度300℃） 

【着火３分後】 「ＢⅠ」を開放 
（「ＡⅠ」－「ＢⅠ」区画開放） 

可燃性ガス発生 
（200～250℃） 

「ＢⅠ」「ＢⅡ」間、 
天窓（屋根）を開放すると 
多量の可燃性ガスが 
噴出 

ガスに点火⇒燃焼 

【着火17分後】 

２階「ＢⅡ」から 
火炎噴出 

（500～600℃） 

【着火21分後】 

２階「ＡⅡ」(区画され
通気性なしの空間)も
燃焼 １階「ＡⅠ」（出火室）

の床面が焼け抜ける 

【着火24分後】 

１階「ＡⅠ」（出火
室）の燃焼により 
ハウスが傾く 

火災の想定訓練でも、自分達のとる行動一つひ
とつの意味、目的を訓練生に理解してもらうため、
研究と実験を重ね、訓練の準備をしています。 鎮火

天窓（屋根）を閉鎖し、 
天井から換気できなくなった
熱気は「ＡⅠ」から噴出 

２階部分からも熱気の換気
はできる（写真上）が、１階の
水平から換気はできない
（写真下） 

ある日の精鋭部隊②
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